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（２）２００２．３．２１２００２．３．２１（３）

ままちちだだ市市民民大大学学

こ
と
ぶ
き
大
学
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
６０
歳
以
上
の
方
で
、

継
続
し
て
受
講
で
き
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま

す
。
青
空
・
歴
史
・
文
学
・
美
術
・
通
信
制
の
５
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
受
講
費
用
は
無
料
で
す
が
、
通
信
制
コ
ー
ス
は
郵
送
料
な

ど
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

◇

申
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
人
一
枚
）
に
、
希
望
す
る
コ
ー

ス
名
を
書
き
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
（
４
月
１
日

現
在
）・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
４
月
１１
日
（
木
）
か
ら

４
月
３０
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市
公
民
館
「
こ

と
ぶ
き
大
学
」
係
（
〒
１９４
―
０
０
１
３
、
町
田
市
原
町
田
４
―
１６

―
１７
）
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。

＊
重
複
申
込
は
無
効
で
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま

す
。
ま
た
、
２
０
０
１
年
度
と
同
じ
コ
ー
ス
の
受
講
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
必
ず
他
の
コ
ー
ス
に
応
募
下
さ
い
。

＊
４
月
３
日
か
ら
市
役
所
、
森
野
分
庁
舎
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

各
図
書
館
な
ど
で
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
覧
表
」
を
配
付
し
ま
す
の
で

ご
覧
下
さ
い
。

＊
年
度
の
途
中
で
新
公
民
館
に
移
転
す
る
関
係
で
昨
年
よ
り
事
業

を
縮
小
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

４
月
５
日
ま
で
に
申
込
み
を

�
市
民
の
生
涯
学
習
の
場
�
と
し
て

広
く
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
「
市
民
大

学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
」
も
開
講
１０
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
今
年
も
前
・
後
期
講
座
及
び

一
部
通
年
講
座
を
実
施
、
充
実
し
た
内

容
で
開
講
し
ま
す
。
今
回
は
前
期
と
通

年
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
あ
な
た
も
新

し
い
仲
間
と
出
会
い
、
楽
し
く
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

◇

申
込
み
は
、
募
集
案
内
ウ
ラ
表
紙
の

「
往
復
は
が
き
」
を
使
用
し
、
希
望
す

る
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
・
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
４

月
５
日
（
金
）
ま
で
に
（
必
着
）
ま
ち

だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
〒
１９４
―
０
０

２
２
、
町
田
市
森
野
１
―
３３
―
１０
、
森

野
分
庁
舎
１
階
）へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
も
住
所
、
氏

名
を
書
い
て
下
さ
い
。

※
募
集
案
内
の
冊
子
は
、
市
役
所
、
森

野
分
庁
舎
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か
、

主
な
市
の
施
設
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

※
申
込
み
は
一
人
一
通
一
講
座
（
コ
ー

ス
）
で
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
す
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
返
信
ハ

ガ
キ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
応
募
対
象
者
は
市
内
在
住
、
在
勤
、

ま
た
は
在
学
で
原
則
と
し
て
毎
回
出
席

可
能
な
方
で
す
。

た
だ
し
、
陶
芸
講
座
に
限
り
、
こ
れ

ま
で
に
市
民
大
学
の
同
講
座
を
受
講
し

た
方
の
再
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇

市
民
大
学
は
、
３
月
９
日
に
町
田
第

四
小
学
校
か
ら
森
野
分
庁
舎
１
階
に
移

転
し
、
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
民
大
学
推
進
係



７
２
９
―
１
１
９
５

４
月
１１
日
〜
３０
日
ま
で
に
申
込
み
を

講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
る
受
講
生
（
０１

年
度
講
座
か
ら
）

「多摩丘陵の自然入門」で大
地沢の水質調査（下）

「陶芸講座」で湯呑みの高台削
り（上）

本
号
で
お
知
ら
せ
し
た
事
業
内
容
等
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、各
事
業
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
、「
広
報
ま
ち
だ
」
で
も
随
時
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

２００２年度前期・通年募集講座一覧
定定員員・・参参加加費費

５０人

１，０００円

各コース

１０人

１，０００円

３０人

１，０００円

６０人

１，０００円

６０人

１，０００円

６０人

１，０００円

バス代は
別途徴収

２０人

１２，０００円

６０人

１，０００円

※後期講座は７月に募集予定です。

会会 場場

野外
それぞれの
フィールド

室内
森野分庁舎
４階会議室

講義・シン
ポジウム・
体験発表
森野分庁舎
４階会議室

実習
各福祉施設

室内
森野分庁舎
４階会議室
野外
それぞれの
活動場所

総合体育館

野津田陸上
競技場

森野分庁舎
４階会議室
（例外あり）

講義
森野分庁舎
４階会議室

市内現地

まちだ市民
大学陶芸ス
タジオ
（下小山田
町４０１６）

森野分庁舎
４階会議室

期期間間・・回回数数

４月～１１月

１２回

期間
４月～１２月
実習各７回
合同講義・
シンポジウ
ム４回
体験発表
２回
施設見学
１回

４月～７月

１１回

４月～７月

１０回

５月～７月

１２回

４月～７月

１２回

４月～７月

１０回

４月～７月

１２回

曜曜日日・・時時間間帯帯

野外 日曜日
１０時～１５時
（主として）
室内 月曜日
１８時３０分
～２０時３０分

�１木曜日
９時～１２時

�２金曜日
８時４５分

～１２時
�３水曜日
１３時３０分
～１６時３０分

�４火曜日
１３時３０分
～１６時３０分

土・日曜日
９時～１２時
（例外あり）
土曜日・室内
講義 １８時
～２０時３０分

土曜日
１５時３０分
～１７時３０分

（１４時～
１６時もあり）

火曜日

１９時～２１時

講義 金曜日
１８時３０分
～２０時３０分

現地講座
日曜日

８時３０分
～１６時３０分

土曜日

１３時３０分～
（２時間程度）

木曜日

１８時３０分
～２０時３０分

講講座座ののねねららいい

多摩丘陵の自然に親しみ、自然保
護の実情を知っていただく講座で
す。市内の自然保護団体の協力を受
け、それぞれのフィールドにおける
体験学習や自然観察を行うことによ
り、自然を楽しみ、自然環境保全の
認識を高めていただくことをねらい
としています。
市内福祉施設の見学、作業参加等

を通じて、「福祉」を体験していた
だくことをねらいとしています。ま
た、第一線で活躍されている専門家
・研究者による講義を行い、福祉に
ついて考える機会も設けました。
�１花の家コース（障害者授産施設体
験）

�２町田福祉作業所（ダリア園）コー
ス（障害者授産施設体験）

�３東京都町田福祉園コース（知的障
害者更生施設体験）

�４福音の家コース（特養老人施設体
験）
地域におけるリサイクルや、環境

改善への取り組みを実際に体験する
ことによって、環境保全活動が市民
によって支えられていることを学び
ます。

明るく楽しく元気良く！健康な身
体づくりへ向けて、心と体をリフレ
ッシュしましょう。レクリエーショ
ンや誰でも楽しめるニュースポーツ
もあり、笑いの中から元気の秘密を
探ります。身体づくりの基本的な知
識や技法もあり、運動が不得意でも
楽しめる元気講座です。
今、世界の眼は地球の人口の５分

の１を占めるといわれるイスラムの
人々に注がれています。この講座で
は、イスラムの文化・社会・暮らし
を理解し、世界の人々との共生を考
えます。
町田の歴史を学ぶための入門的講

座です。郷土史のあらましを知る上
で必要な事柄を、時代をおって学習
します。
この講座の受講をきっかけに郷土

について認識を深め、市民意識を高
めていただくことがねらいです。
陶芸制作に若干の経験のある方を対
象として、電動ロクロの初歩的な創作
活動を粘土を練ることから始め、成形、
削り、釉薬掛けから窯出しまでの陶芸
行程を一貫して学習します。
今日の社会の変化および価値観の

多様化に伴い、私たちをとりまく人
間関係も変わってきています。この
講座では、現代社会における人間関
係の多様性を人の一生に則して見つ
め、個としてお互いを認め合い、自
分らしい生き方と人との関係のつく
り方を探ります。

講講 座座 名名

多摩丘陵の
自然入門

まちだの福祉

町田の環境・
参加体験講座

心と体の元気学

まちだ市民国際学
《異文化理解講座
―イスラムと私たち―》

町田の郷土史Ⅰ
（通史）

電動ロクロ
入門講座

人間関係学

「人間関係の多
様性をみつめる」

まま ちち だだ のの 福福 祉祉
合同講義１「町田の福祉と地域コミュニティづくり」

シンポジウム（公開講座）
「町田の特別養護老人ホームの実情をとおして高齢者福祉を考える」

合同体験発表１（�１�２コース発表）
合同講義２「まちづくり運動と心のバリアフリー」

合同講義３（公開講座）
「障害者となって考えたこと―負けてたまるか―」

合同体験発表２（�３�４コース発表）

�４福音の家コース

９／２４

１１／１２

―

９／１７

１０／２２

１２／１０

６／１９

未 定

１１／２６

�３東京都町田福祉園
コース

９／２５

１１／６

―

９／１１

１０／２３

１２／１１

６／１９

１０／６

１１／２０

�２まちだ福祉作業所
ダリア園コース

５／２４

７／５

―

５／１０

６／２１

１１／８

４／２０（土）１３：３０～１６：００

５／１８（土）１３：３０～１６：３０

７／２７（土）１３：３０～１６：３０

１０／１２（土）１４：３０～１６：００

１２／２１（土）１３：３０～１６：００

４／２６

６／７

７／１９

�１花の家コース

５／２３

７／４

―

５／９

６／２７

１１／８

�１
〜
�４
コ
ー
ス

共
通

４／２５

６／１３

７／１１

多多摩摩丘丘陵陵のの自自然然入入門門
オリエンテーション 講義：多摩丘陵の自然
自然保護の考え方と実施活動について
地域に残したい、原っぱという自然の姿
町田・横浜の市境に残る尾根緑地の保全
湧水・自然環境を生かし自然観察を目的と
した公園を見る、虫こぶを観察・調査する
恩田川流域の生き物のにぎわいにふれる
多摩丘陵の自然にふれる
自然を生かした手づくりの青少年施設・水
生生物の観察
小野路地域での自然観察と保全地域の管理
の方法について
まるごと楽しむ、秋のかしの木山
鶴見川源流・泉のひろばの自然回復を学ぶ
講座のまとめ 閉講式

４／２２
５／１２
６／２
６／９

６／２３

７／２１
９／８

９／２９

１０／２０

１１／４
１１／２４
１２／３

町町田田のの郷郷土土史史ⅠⅠ（（通通史史））
オリエンテーション・町田のおいたちとくらし概観
地中の文化財を掘る～縄文・弥生時代のくらし～
流れ込む文化と生産
～ヤマトタケル神話から牧の成立まで～
１日で見る町田の郷土史（バスツアー）
～縄文時代から近代まで～
もののふの登場と動乱の村
～小山田氏の興亡と後北条氏の滅亡～
江戸時代の村のくらし～「野津田村年代記」を手がかりに～
揺れる幕末の世相～ペリー来航後の諸問題～
三輪の歴史を探る（現地学習・徒歩）
近代国家・社会の誕生～自由民権運動と困民党事件～
「二六の市」から商店街へ～「絹の道」中継地・原町田～
町田市の誕生・多摩丘陵に翔く市民文化都市へ
講座を終えて（シンポジウム）閉講式

４／１９
４／２６

５／１０

５／１９

５／２４

５／３１
６／７
６／１６
６／２１
７／５
７／１２
７／１９

２００２年度ことぶき大学プログラム一覧表
回回数数・・人人員員等等

６月～１１月
４回
１１０人
会場
町田市公民館

６月～１１月
６回 １１０人
会場
町田市公民館

６月～１１月
６回
１１０人
会場
町田市公民館

６月～１１月
６回
１１０人
会場
町田市公民館
６月～１１月
スクーリング
２回
会場
町田市公民館
添削６回
５０人

曜曜日日・・時時間間

水曜日
１０時～
１１時３０分

金曜日
１４時～
１６時

火曜日
１４時～
１６時

火曜日
１０時～
１２時

オリエンテーション
６／１１（火）
１３時３０分～
１６時
スクーリング
６／１２（水）
１４時～１６時

講講 座座 内内 容容

皆さんが知りたい、観たい、
楽しみたいものを企画しまし
た。第１回は漢方について、第
２回は「骨粗鬆症」という病気
について学びます。第３回は白
洲正子さんについて、第４回は
「船の旅」の楽しみ方について
講師の方のお話を伺います。
明治維新を出発点として作り
出され、今日もなおその影響を
受けている明治時代を、世界史
的な視点もふまえて考えます。
明治・大正・昭和の時代には
森鴎外・夏目漱石をはじめ多く
の文学者が誕生しましたが、彼
らがそれぞれの生活と交流の中
で時代をどのようにみつめて、
文学活動を行っていたのかを考
察します。今回は、永井荷風・
石川啄木・太宰治・上林暁・鈴
木三重吉・滝井孝作・網野菊な
どの作品を取り上げます。
仏像の決まりや時代ごとの特
徴を概観しながら、仏像を理解、
堪能し、拝観の楽しみを倍増す
ることを趣旨とし、スライドと
併せて講座を進めます。
初めて毛筆を学習したい方を
対象に「書道」を行います。内
容は、筆の使い方、持ち方、形
のとりかたを学習し、楷書、行
書を学びます。通信制ですので
オリエンテーション・スクーリ
ング以外は自宅で学習します。

テテ ーー ママ

観て、聴いて、
楽しんで
―心に青空を―

明治という時代

近代の文学者たち

仏像の心にふれる
―仏像入門講座―

毛筆で正確に、正
しく、美しく、あ
なたの心で文字を
表現してみません
か

青青
空空
ココ
ーー
スス

歴歴
史史
ココ
ーー
スス

文文
学学
ココ
ーー
スス

美美
術術
ココ
ーー
スス

通通
信信
制制
ココ
ーー
スス

歴歴史史ココーースス
明治維新への胎動―新時代に目覚めた高杉晋作一
近代立憲国家の成立―自由民権運動と明治憲法―
条約改正と日清戦争―国際社会への門出―
二十世紀の開幕と日本
―新しい世界における日本の役割―
日露戦争とアジアの目覚め―その世界史的意味―
明治という時代―日本の評価・外国人の評価―

合同交流会全コース共通

６／２１

７／１９

１０／４

１０／１８

１１／１

１１／１５

１１／６

文文学学ココーースス
記録としての日記と文学としての日記
―永井荷風の『断腸亭日乗』を中心に―
啄木の東京―食らうべき詩―
青春への決別―（東京八景・太宰治）―
病妻物語―（聖ヨハネ病院にて）上林暁―
近代作家と児童文学
―赤い鳥の童話・童話運動を中心に―
ものをみつめること
―志賀直哉山脈から滝井孝作・網野菊一

６／１８

７／２

１０／８

１０／２９

１１／１２

１１／２６

青青空空ココーースス
自分で自分を守る、中国医学の知恵
骨粗鬆症―健康は健康な骨から
町田市名誉市民―白洲正子さんの世界
船旅の楽しみ方

美美術術ココーースス
天平の仏像

平安時代の仏像

鎌倉時代の仏像

１０／２２

１１／１２

１１／２６

仏像とは？
如来と菩薩と、明王
・天部など
飛鳥・白鳳の仏像

６／１２
７／１０
１０／９
１１／２０

６／４

７／２

１０／１


７２４―２１８２
内 容

第１回「二十祭まちだ」ヤング
アートコンテスト最優秀賞受賞
者による個展 直接会場へ
中高生による企画・出演のイベ
ント（楽器演奏、ダンス、アカ
ペラ、コント等）直接会場へ


７８８―４１８１
ゲーム、模擬店など
直接会場へ


７２２―５７３６
陶芸・七宝焼などの創作教室、
木工や竹細工などの工作教室、
外で元気に楽しむ遊びや自然観
察などを行います。要申込み


７２６―１５３１
４／１６（火）～５／２６（日）
６／１８（火）～７／２８（日）
８／６（火）～９／１（日）

９／１０（火）～１０／２０（日）

街かどギャラリー展覧会
４／２７（土）～６／２５（火）

青青 少少 年年 課課

子子どどももセセンンタターー�ばばああんん	

青青少少年年施施設設ひひななたた村村

博博物物館館展展覧覧会会予予定定

日程・会場

４／１３（土）～
４／２１（日）
会場 街かどギャラリー
４／２８（日）
１３時～１６時
会場 ぽっぽ町田

５／５（祝）１１
時～１５時

５／１１（土）よ
り毎週土曜日及
び第１第３日曜
日

写された国宝

町田市立博物館所蔵―中国ガラス

仮面にみる女性表現

日本陶磁五千年の至宝
―愛知県陶磁資料館コレクション

ヨーロッパガラス

事 業 名

堀江康介展
Ｓｋｅｔｃｈ
光と影と建物と

中高生自主イベ
ント「スインク
ア」

�ばあん	３周年
記念イベント

チャレンジ教室


７２６―２８８９
有料
ただし
小・中学生は無料
１４人 要申込み
３，０００円

１０人 要申込み
１０，８００円

１５人 要申込み
１，０００円

国国 際際 版版 画画 美美 術術 館館
１９２０年前後の極東ロシアで展開し
たロシア・アバンギャルド運動を
紹介します。
水性多色摺りを初歩から学びま
す。
３～５色を使って作品を制作する
予定です。初めての方でも時間を
かけて制作することができます
銅版画の代表的な技法であるエッ
チングの初歩を紹介します。

４／６（土）～
５／１９（日）

５／１０、１７、２４
（金曜３回）
５／８～７／１０
（５／２２除く毎
週水曜）

６／１１（火）

〈企画展〉極東
ロシアのモダニ
ズム１９１８―１９２８

体験講座木版画

創作講座シルク
スクリーン

銅版画１日教室


７８２―３８００
対象・人数・費用
小学生以上 ５０人
要申込み ７００円
家族 ４０人
要申込み ８００円
小学４年生以上の初心
者 ４０人
要申込み ５００円
小学３年生以上 ５０人
要申込み １００円

高校生以上 ４０人
要申込み １，３００円

小学５年～６年生 ４０人
要申込み ３，５００円

直接会場へ

小学４年生以上の経験
者 ４０人
要申込み １，０００円


７２８―００７１

５講座

町田市在住・在勤の方

町田市在住・在勤の方

公民館の利用方法が一部変わりました
１月３０日に当館２階で火災が発生し、大変ご迷惑をおかけいたしま

した。そのときの経験から、市民の皆様に施設をより安全にご利用い

ただくため、入室方法、休館日の扱い、休館日の予約方法等利用方法

を一部変更いたしました。詳しくは、公民館にお問い合わせ下さい。

大大地地沢沢青青少少年年セセンンタターー
内 容

城山カタクリの里を見学した後、
境川源流までハイキングします。
親子で竹ご飯や薫製づくりな
どの野外料理に挑戦します。

手回しろくろを使っておわ
ん、茶碗等を作ります。

茶摘みから製茶まで、実際に
体験をします。
夏休み直前キャンプ講座 炊
飯実習、救急法、レクリエー
ション等の実技
テーマ別に分かれて自由研究
や工作をします。
いろいろなコーナーや模擬店が
でます。源流号の運行もします。
経験者を対象に手回しろくろ
を使っておわん、茶碗等を作
ります。

公公 民民 館館
学習講座を実施する運営者グ
ループを募集する説明会
自主運営の学習グループを募
集する説明会
テーマごとに自主学習をしてい
る学級の説明会と参加者募集

日 程

４／６（土）

５／１２（日）

５／１９（日）、６／９（日）
６／２２（土）

６／８（土）

６／３０（日）

７／３１（水）～８／２（金）

８／２４（土）

９／２２（日）、２９（日）
１０／１３（日）、２６（土）

４／１３（土）

４／２（火）
４／３（水）

５／１０（金）

事 業 名

境川源流めぐり

アウトドア入門

初心者陶芸工房

茶摘み製茶

キャンプ
リーダー講習会

夏の子どもキャ
ンプ

大地沢夏まつり

大地沢陶芸工房

地域市民講座開
設説明会
自主男女共生学
級開設説明会
自主男女共生学級
生徒募集説明会

部
涯
習
生
学
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お
問
合
せ
先

公
民
館
こ
と
ぶ
き
大
学
係

�
７
２
８
―
０
０
７
１

２
０
０
２
年
度

受
講
生
を
募
集

町田市公民館

ことぶき大学 前期
通年

講座

人人間間関関係係学学
オリエンテーション 現代社会と人間関係
家族の病理
親子関係
父親の子育て
現代の家族と労働を考える
変化する労働現場の現状と人間関係
現代若者事情―浮遊する若者たち
性の多様性―その人らしい性を生きる
戸籍制度・婚姻制度
エイジレスの時代を作る
地域の中で豊かな人間関係を作る
まとめ（話し合い）学びを終えて

４／１８
４／２５
５／９
５／１６
５／２３
５／３０
６／６
６／１３
６／２０
７／４
７／１１
７／１８

ままちちだだ市市民民国国際際学学
イスラムとは何かⅠ―過去の伝統を中心に―
イスラムとは何かⅡ―現代の展開を中心に―
イスラム世界の中の多様性―生活様式を中心に―
イスラムとジェンダー
食文化と人々のくらし―チュニジアを中心に―
アメリカの中のイスラム―「イスラム潮流」その後―
日本の中のイスラムⅠ―日本に暮らす外国人ムスリムの立場から―
日本の中のイスラムⅡ―日本人ムスリムの立場から―
イスラムとの共生―キリスト教・ヨーロッパ社会との接点を中心に―
パレスチナ／イスラエル問題
イスラムの芸術―都市と建築を中心に―
まとめ

５／７
５／１４
５／２１
５／２８
６／４
６／１１
６／１８
６／２５
７／２
７／９
７／１６
７／２３

心心とと体体のの元元気気学学
ストレッチ
レクリエーション
スポーツ
健美操
同上
リズム運動
同上
エアロビクス
ウォーキング
講義「生活安全の
ための運動」
インディアカ

４／２０

４／２７

５／１１
５／１８
５／２５
６／８
６／１５
６／２９

７／６

７／１３

電電動動ロロククロロ入入門門講講座座
開講 湯呑みの制作
湯呑みの高台削り
片口の制作
片口の高台削り
茶碗の制作
茶碗の高台削り
自由制作
自由制作の削り
茶碗と自由制作の釉
薬掛け

茶碗と自由制作の窯
出し 閉講

４／２０
４／２７
５／１１
５／１８
６／１
６／８
６／１５
６／２２

７／１３

７／２０

町町田田のの環環境境・・参参加加体体験験講講座座
基調講義「環境市民活動につい
て」とオリエンテーション
バスツアー
恩田川水辺の調査と環境改善
滝ノ沢付近湧水量調査と清掃
「ポイ捨てパトロール」への参加
共働学舎の見学
鶴見川源流のビオトープ管理
町田リサイクル文化センター見学
真光寺川開戸親水付近の環境調査
成瀬クリーンセンター見学
最終回（学習のまとめ）

４／２０

５／１１
５／１９
５／２６
６／８
６／１５
６／２３
７／６
７／１４
７／２０
７／２７


